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令和５年度 国立若狭湾青少年自然の家 教育事業 

「若狭湾 海冒険」（Ｒ５.8.17（木）～8.20（日）） 

 

◆ 目的 

· 若狭湾の自然の中で生活することを通して、自然の大切さを理解する。 

· 生活する中で出てくる様々な問題を受け入れ、自分と仲間のやりたいことを実現するために何をすべきか考え、実行できる

力を身に付ける。 

· 自然の中で、仲間と関わり合いながら生活することで自己の成長を図る。 

 

◆ 参加実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 日程 
※当初は 8.16（水）～8.20（日）の 4泊 5日だったが、台風の影響により日程を短縮。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 冒険では、シーカヤック・スノーケリング・海遊び・釣りなどの活動をした。 

※ 施設より約 2ｋｍ離れた無人浜に、シーカヤックで移動し、生活地の設営を行った。 

※ 3日目の冒険では、約 5ｋｍ離れた対岸の無人浜をシーカヤックで往復した。 

※ 生活地の設営では、テントやタープ、トイレ、水場づくりを行った。 

集合写真 

· 小学生 11名、中学生 5名 計 16名 

（福井 8名、滋賀 2名、岐阜 1名、京都 1名、

大阪 1名、奈良 1名、愛知 2名） 

 

· （参考）応募者数 

小学生 50名、中学生 23名 計 73名 

 

午前 午後 夜

13：00～13：30　受付

アイスブレイク

シーカヤック練習

夕食（食堂）

テント設営練習

入浴

自然の家泊

午前 午後 夜

朝食（食堂）

荷物積み込み

無人浜へ出発

昼食（行動食）

生活地の設営

冒険

夕食（野外炊事：BBQ）

カタリバ（たき火）
無人浜泊

午前 午後 夜

朝食（野外炊事：カートンドッグ）

冒険

昼食（行動食）

冒険

夕食（野外炊事：焼きそば・お好み焼き）

カタリバ（たき火）
無人浜泊

午前 午後 夜

朝食（野外炊事：カートンドッグ）

荷物積み込み

自然の家へ出発

冒険

昼食（注文弁当）

片付け

振り返り

15：30解散

8/17（木）

8/18（金）

8/19（土）

8/20（日）
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◆ 成果 

· 日程が 1泊短縮になったが、本番の海象状況は良く、4日間通

して海の活動（シーカヤック・スノーケリング・釣り）を実施するこ

とができた。また、気象も良く、無人浜に 2 日間宿泊し活動がで

きた。全てのプログラムが無事に実施でき、事業の目的に沿っ

た活動を展開することができた。 

· 事業目的に対して、子どもたちにどれだけ成果（効果）があった

のかを知るために、以下の点について調査を行った。 

① 「いつも新しいことに挑戦している」や「人任せにせず何でも自分でやっている」などの「意欲」に関すること。 

② 「何事も前向きに取り組むことができる」や「どんなに難しいことでも、努力をすれば自分の力でやり遂げられる」

などの「へこたれない力」に関すること。 

※上記２点は、国立青少年教育振興機構青少年教育研究センターが平成 29 年に実施した「子供の頃の体験がは

ぐくむ力とその成果に関する調査研究」を参考にしている。 

上記２点の調査項目について、事業参加者の 16名に対して事業実施前後でアンケート調査を行い、各得点の平

均点をｔ検定を用いて調査した。 

調査の結果、事業実施前後を比較すると、「意欲」の平均得点は約 1.2点向上した（統計的に意味のある得点の

向上ではない。表１、グラフ１参照）。また、「へこたれない力」の平均得点は約 2.0 点向上した（統計的に意味のあ

る得点の向上である。表２、グラフ２参照）。以上より、「生活する中で出てくる様々な問題を受け入れ、自分と仲間のや

りたいことを実現するために何をすべきか考え、実行できる力を身に付ける。」という本事業の目的に対して、事業前後で

参加者に効果があったと考える。 

     表１ 

  
 

  （人数=16） 

「意欲」得点 平均値 前後の差 t値 p値 効果量 

事業前 14.2  

1.2  -0.9  0.4  -0.3  

事業後 15.4  

グラフ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 

     （人数=16） 

「へこたれない力」得点 平均値 前後の差 t値 p値 効果量 

事業前 13.7  

2.1  -1.9  0.1  -0.6  

事業後 15.8  

14.2 15.4 
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シーカヤックで大海原を横断する様子 
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グラフ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 参加者の声 

子どもたちのアンケートの内容を【思い出】、【発見・気づき】、【頑

張ったこと】に分けて、下記に示す。 

【思い出】 

· 友達と協力してカヤックをこいでカタボコ浜まで行って帰って

きたこと。 

· 友達とシーカヤックをこいだこと。 

· スノーケリングですごく海がきれいだったり、魚やウニがいたり

して楽しかった。 

· 自分で火をつけて、みんなでご飯を作ったこと。 

· ボランティアのお兄さんお姉さんたちと話したこと。 

· 海冒険でやったこと全てが 1番の思い出です。本当に楽しかったです。 

 

【発見・気づき】 

· 自分のあたりまえの生活はとてもすごいことだったんだなー

と気づきました。あと、自然は強いなと発見しました。 

· 自然にいると家のエアコン、トイレなどのすごさがわかった。 

· 生活のほとんどが他の人に助けられてできていること。 

· どんな大変なことでもなかまと協力して楽しめば、なんでも

できること。 

· 福井にこんなところあるんだなーと思いました。 

· 協力することの大切さ。 

· ペットボトルの水をぬく時、まわして下向きにすると早く水が

なくなることを知った。 

 

【頑張ったこと】 

· カヤックを二人で協力してこいだことと、みんなで協力して生

活をすること。 

· シーカヤックをこげるようになるためにがんばった。 

· カヤックです。本当につかれるし暑いし、でも楽しかったしつり

ができてよかった。 

· 火をおこすのが大変で協力してがんばった。 

· みんなで協力するために声をかけたり、話すこと。 

· 協力・たすけ合い・努力・友だちづくり。 

· みんなと協力してテントをたてたりいろいろなことをしたこと。 
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シーカヤックで洞窟を冒険している様子 

無人浜からの景色 

 野外炊事 
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事業運営のツボ・工夫・反省・課題 

   【ツボ・工夫】 

· 事業担当者で共通認識を持つため、事業のイメージ資料を作り

共有した。また、役割を分担し効率よく準備を進めた。 

· 学校が夏休みに入る前の広報開始のため、早めに準備をし、福

井県嶺南地域の学校や公共施設にチラシを配布した。チラシ配

布に加え、施設 HP や SNS、福井県嶺北地域の小中学校への

メール配信、福井県イベント情報サイト「ふ～ぽ」にも掲載した。

その結果、約 1 か月半の応募期間中に、70 名を超える応募があった。福井県内だけでなく、滋賀・京都・大阪・

奈良・岐阜・愛知と他府県から申し込みがあり、施設 HPや SNSでの拡がりを感じることができた。 

· 毎年協力していただいている、シーカヤック講師の大瀬氏と直接お会いし、打ち合わせをした。事業の目的や日程、

安全対策について話しをしたり、シーカヤックや無人浜での宿泊時のポイントなどを教えていただいたりした。事

前の打ち合わせのおかげで、当日の航路決めがスムーズに行えた。 

· 無人浜までのシーカヤックの航路や緊急時の山ルートの確

認・整備のため、担当者で実地踏査を行った。具体的には、

山ルートの木の伐採や目印の設置、無人浜ではテントやター

プの設置場所や監視艇の係留位置等の確認をした。また、こ

れら以外にも、活動予定航路の確認や上陸可能性のある浜

の係留位置の確認なども行った。 

· 事業参加者に「海冒険宣言」を事前に提出してもらった。宣

言は顔写真付きでお願いし、目的意識をもってもらうために、

個人の目標も書いてもらった。さらに、職員・講師・ボランティ

アが事前に顔と名前の把握もでき、初日からのスムーズな受

け入れにも繋がった。また、個人の立てた目標の達成に向けて、職員やボランティアが声掛けや対応を行えた。 

 

   【反省・課題】 

· 参加者に対して、日程や持ち物についての説明が不十分だっ

たように感じた。特に、日焼け対策や無人浜でのシャワー・トイ

レなどについての問い合わせが多かったことからも、「事前説

明会」を実施し、実物や写真等を見ながら説明する機会をつく

るほうがよかった。 

· 日焼け止めを塗るように声掛けをしていたが、ボランティアに

重傷者が出てしまった。子どもたちに、持ち物で伝えることはも

ちろんだが、職員・ボランティアが率先して対策している姿を見

せることも必要だった。次年度は、事前打ち合わせ会等を利用

し、日焼け対策の重要性を伝えていきたい。 

· 今年度ベースにした無人浜は、天気が良ければ日の入りまで

西日が差し込む。滞在した 3 日間は、強く差し込む時間帯は少

なかったように感じるが、暑さで体力が奪われることを考慮する

と次年度は宮の浜（阿納）をベースにすることを考えても良いか

もしれない。しかし、浜までの距離が伸び、海象状況によっては

たどり着けなかったり、実施できなかったりする可能性が高くな

ることが考えられるので、講師の助言を聞いて検討していきた

い。 

· 生活用水として、20Lのポリタンクを10個ほど用意していたが

ほとんど使わなかった。歯磨きやご飯を炊く時ぐらいの使用で、

1日 2個あれば十分だった。想定よりも余ってしまい、水の大切

さについて考える時間が取れなかった。 

 カタリバ（たき火） 

 物資を運んでくれる監視艇くろさき 

 自然の家に帰ってからの片付け 

 無人浜での片付け 



5 

 

· 野外炊事でお好み焼きをしたが、調理が難しかった。鉄板での時間のかかる調理は、火の熱さと日の暑さで体力

を消耗してしまう。鉄板焼きや焼きそばなどは短時間で調理で

きたので、自然環境や調理道具を意識したメニュー設定をして

いきたい。 

· 無人浜での夜の時間にカタリバ（たき火）を行い、振り返りの時

間を設定した。2 日間とも良い雰囲気で行うことができ、全体の

前で 1 人一言ずつ話してもらった。全体での振り返りはできた

が、カヤックのペアや生活班での振り返りはできなかった。夜は

日中の活動で疲れているため、活動の合間に振り返りの時間を

設けることを検討したい。 

· 今年度は、台風の影響で 4 泊 5 日が 3 泊 4 日に変更となっ

た。次年度は、4 泊 5 日でも実施は可能だが、子どもの体力や

年々強まる異常な暑さなどを考えると今年度と同じ方法で浜で

の宿泊を延ばすことはリスクが高いと感じた。日程を伸ばして実

施するのであれば、1 日目と最終日を自然の家泊にし、準備や片付け・振り返りの日にするなどチャレンジと安全

のバランスを取りながら、日程を設定する必要がある。 

  

 最終日の朝（講師：大瀬氏と参加者） 

冒険の様子 

 食事風景 
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完成した水場 テント設営練習 水場作り 

事業イメージ資料 海冒険宣言 


